
 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 今回で 17 号目の“ふれんど通信”となりますが、身障者協会の新聞配布

に便乗させて頂き、大勢の障がい者の方に“ふれんど”を知ってもらいたい

と思い、講座紹介を中心に掲載しました。  

 まだまだ他にも色んな講座が沢山あります。少しでも興味がある方は、ぜ

ひ一度体験してみて下さい。  

 

 

 

  

 

    

  

        

        

        

        

革細工 (機能訓練 )の様子  
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 数年前までは 20 名もの人が参加され

ていた講座ですが、今では半分以下にな

ってしまい少し寂しい火曜日です。  

それでもベテランの人達が次々と作品

を完成しています。(ペンケース・財布・

キーケース・バッグ etc.・・・ )  

新しい物になる度に、高度な物を望ま

れ、それに対応するスタッフは四苦八苦

させられるのですが、完成すると達成感

が得られるのか、とてもご満悦な笑みが

こぼれています。  

 デイサービスの施設で、これ程の機能

訓練を行っている所はなく、私達も自信

を持ってお奨めする講座の一つです。  

  北海道から犬山に 来られ“ふれん

ど”の看板を見て立ち寄られた久野さ

ん。組み紐に興味を持たれ、アッとい

う間に１本完成。違った組み方で、２

本目に挑戦中です。とても活動的な方

です。よろしくお願いします。  

久野裕之さん  

 今年の４月・５月は春ではなく、真夏の日々が続きましたが、ふれんど利用

者の皆さんは元気いっぱいでした。とても喜ばしい事であります。  

 また、初めてふれんどに“つばめ”が巣を作り、６月１０日の朝  

“ひなつばめ”５羽が大空に勢いよく飛び立って行きました。  

何かきっと良い事がありそうな予感がします。期待しましょう ! !  



組み紐 (機能訓練 )の様子  
  

 

 もう一つの機能訓練で力を入れているのが、水曜日の組み紐です。 

現在 14 名の方が利用されて、和気あいあいと取り組んでいます。  

いろんな色の糸 (絹糸 )を組み合わせ、「１・２・３・４・・・・・」と数えなが

ら編んでいきます。覚えるまでは大変ですが、覚えてしまうと単調な作業の為、

間違っていても気が付かず編み続け、スタッフにほどかれて悔しそうな顔を浮か

べられています。  

 編み上がると、帯〆・キーホルダー・ストラップ・めがね紐等に仕上げます。 

 

 

 

 
 10 を超える  “ふれんどの講座”には、多くのボランティアの先生方が気長に

関わって下さっています。  

お陰で利用者の皆さんは生き生きと活動され、スタッフ一同感謝の一言に尽きま

す。これからもどうぞ宜しくお願いします。  


